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●申込用紙(ハガキ)の転売防止要請

開始当初は専用ハガキでのみ受付すると利

用者に案内したため、増刷を含め50,000枚

を用意したものの、専用ハガキが貴重価値と

なり、一時期、フリマサイトで転売される事態と

なりました。

事態を鑑み、運営会社への掲載中止要請

と共に、専用ハガキをダウンロードして投函でも

可（普通ハガキに必要事項を書いて投函も

可）に変更した事により、混乱は収拾しました。

▶利用者へ購入予約券（ハガキ）の送付と、申込ハガキの転売防止要請

フリマサイトで転売

●購入予約ハガキ

当選された利用希望者には注意事項を記載した購入予約券（ハガキ）を送付しました。

再開時ハガキ初期ハガキ
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▶利用者への告知(報道）

2020年10月14日（神戸新聞）

2020年10月15日（神戸新聞） 2020年11月7日（神戸新聞）
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コールセンター6

▶コールセンター
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

3,130件 4,083件 1,917件 773件 545件 1,912件 504件 418件 1,340件 739件

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

249件 358件 1,430件 6,858件 4,716件 2,067件 883件 2,283件 267件 242件

全期間（2020年10月～2022年5月）受電数

コールセンター受電数・お問合せ内容
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▶利用者向けコールセンター

12月8日 第3期の購入予約券が届いたが、引換は可能なのか

11/30以降引き換え可能のはずでしたが、県からの要請によ

り延期となりました。ただし予約券は引換が再開されれば使

えるようになるので大切に保管してください。また、再開に

ついてはＨＰをご確認ください。
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12月8日
購入予約券の販売期間や、食事券の使用期限は延長されるの

か

今のところ延長は決まっておりません。期間の変更があれば

ＨＰで発表されるので、またご確認ください。
1

12月8日 引換えハガキが届いたけど、再開は？ 11/30からの販売は一時保留 6

12月8日
HPの表示がわかりにくいのでもっとわかりやすく掲示して

ほしい。お知らせ欄では無く、トップページに。
1

12月8日 いつ引き換え再開？ 未定 10

●
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●利用者向けコールセンターの設置（2020年10/14～2022年5/31）

兵庫県からの強い要請により、予定より1ヶ月前倒しでのキャンペーンスタートとなったため、利

用者向けコールセンターの設営が整うまで事務局で応対しました。

2020年10月14日より利用者向けコールセンターとしてフリーダイヤル５回線にて始動しました。

販売停止・利用自粛期間（約1年）は回線（スタッフも）を縮小し経費抑制に努めました。

スタッフ数：最大10名（電話回線も混乱期は最大7回線まで拡大して対応）

• 加盟店と利用者のコールセンターを別にしたので、問合せに対する応答がスムーズでした。

• 基本的に利用者対応はコールセンターが完結してくれたので、事務局業務に専念できました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• コールセンターがなかなか繋がらないと事務局に電話される利用者が居りました。開始直後は

問合せが必然的に多くなることを予想し、更に回線を増やせば良かったと思いましたが、経費面

で限度もあり、一部の利用者にはご迷惑をお掛けしました。

• コールセンターで解決しない利用者は事務局で受けざるを得ず、年配の利用者を中心に時間

と労力を要しました。理不尽な要求をされる利用者対策をもっと共有すべきでした。




